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　新年あけましておめでとうございます。

　年号が平成になってから31年目を迎えることとな

りましたが、平成としては最後の年初となります。

「平成」とはどんな時代だったかと一言では言い表

すことは難しいですが、某社の世論調査では、「動

揺した時代」と答えた人が多く、次いで「沈滞した

時代」という言葉がでているように混沌とした時代

ではなかったかと感じております。そして、宿題

（問題）もたくさん残されております。少子高齢化

社会・情報化社会・管理（規制）社会・格差社会・

失敗が許されにくい社会等々。この宿題を新年号の

時代で解決できることを願うばかりであります。

　さて、足元に目を向けると、昭和55年に阿久和病

院（現：湘南泉病院）に始まり、昭和60年に新中川

病院、そして平成になって、介護老人保健施設阿久

和鳳荘、横浜ほうゆう病院、ほうゆう訪問看護ステ

ーション、本郷クリニック、ほうゆう保育園、直近

では静岡県富士宮市にありますフジヤマ病院、介護

老人保健施設リバブルケア、介護老人保健施設いか

る野、居宅介護支援事業所フジヤマ と職員1,000人

近くの大所帯に発展してきました。平成から引き継

がれる新しい時代でも良質な医療・介護・福祉サー

ビスを推進していくため、自己研鑽を重ねていく所

存です。そのために、直近の問題としては「人材の

確保と育成」です。人材はまさに「財産」、人材が

法人の発展を左右する重要課題です。

　ここで少し私が求める人材を述べさせていただき

ます。仕事とは他人と一緒に何かに取り組んだりす

ることが多いものです。そうなると、人々の理解と

協力が必要になってきます。それを得るためには人

柄が問題になります。「〇〇さんなら仕方がない」

「○○さんがそう言うならそうしよう」という“な

ら”が必要になります。他人に“なら”と思わせる

この要素をここでは【人徳】と呼ばせていただきま

す。人徳がある人は、冷静に物事を客観的に見るこ

とができます。したがって、常に正確な判断ができ

る。正確な判断ができれば、周囲のひとからの信頼

を得ることができ「あの人の言うことなら大丈夫」

と徳が集まってくるようになります。逆に正しい判

断ができない人は物事を客観的にみることができま

せん。自分が好きか嫌いか、やりたいかやりたくな

いかで自分を中心に考えてしまいます。結果、正し

い判断ができなくて周囲の人からの失望の声が聞こ

えるようになってきます。これはすべてその人物の

持つ人徳によるものです。私は個人的には医療業界

の専門性という価値観の集合体である組織運営でモ

ノをいうのは、やはり人徳だと思っております。と

くに管理者には必要で、仕事達成に必要な職員のモ

チベーションになりますし、やる気にもつながりま

す。

　そして「人徳」は立場によっても変化します。即

ち一般職員には一般職員の人徳、師長（課長）には

師長（課長）の人徳、部長、院長それぞれの職位に

応じた人徳が必要です。「立場に応じた人徳を身に

つける」これがよくいわれる生涯学習の目的だと思

います。しかし、技術は教えることができるし習う

こともできますが、「人徳」を教えることは非常に

難しいことです。これは永遠の課題かもしれません

が、一人でも多くの人徳の高い人材を育成できれば

と考えています。

　末筆ながら、本年も新たな活躍に向けて職員一同

邁進してまいります。今後ともよろしくお願い申し

上げます。
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１２月２１日、ほうゆう保育園でこの時期恒例のクリスマス会が行われました。
サンタクロースの登場の時は大歓声で、質問コーナーでは、「サンタさんはどこに住んでいますか？
どうやって来ましたか？ 日本にもサンタさんはいますか？」などの質問に答えてもらいました。
プレゼントも貰って、楽しい一日でした。

感染性胃腸炎（ノロウイルス等）に気をつけましょう！

特集 感染性胃腸炎

概要

ノロウイルスとは、嘔気・嘔吐と下痢を主症状とする感染性胃腸炎の原因となるウイルスです。

毎年１１月頃から２月頃にかけてノロウイルスによる感染性胃腸炎がピークを迎え、感染力は非常に

強く、病院や施設、保育所等での集団発生もよく耳にします。

①原因

ノロウイルスは、極少量のウイルスを摂取することで感染が成立します。その感染経路から、２つに

分類することができます。

②予防法

◆手洗いをしっかりと行う

特に食事前、トイレの後、調理前後は石鹸でよく洗い、流水で十分に流し、清潔なタオル等で拭き

ます。

◆しっかりと火を通して食べましょう

一般的にウイルスは熱に弱く、ノロウイルス以外に対しても加熱処理は感染を防ぐにはとても有効

です。

◆調理器具をしっかりと消毒する

まな板、包丁、食器、ふきんなどを使用後はすぐに洗いましょう。熱湯（85℃以上）で１分以上の

加熱消毒は有効です。

◆感染の拡大を防ぐ

ノロウイルスに発症した場合、感染した人からの便や嘔吐物から二次感染や飛沫感染が生じる可能

性があります。便や吐いたものを片付けるときは、使い捨ての手袋とマスクをつけ、ペーパータオ

ルなどで静かに取り除きます。その後、次亜塩素酸ナトリウム（0.1％）等で消毒し、使用した手袋

等はビニール袋などで密閉します。

（１）人 ⇒ 人

感染者の嘔吐物・便を触った手や、その手で触れたものを介して、ウイルスが口に入り感染

します。また、汚染箇所などをよく消毒しないと乾燥後にウイルスが空気中に飛散し、その

粒子を吸い込むことで感染することがあります。

（２）食べ物 ⇒ 人

ウイルスに汚染された食事を摂取することでも、感染することがあります。食物を扱う仕事

に従事する方がウイルスを持っていると、食事に付着し、その食物を摂取することで感染が

拡大することがあり、集団発生につながります。また、カキの中にはウイルスが存在するこ

ともあり、生食は特にノロウイルスの原因になりやすいです。
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